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呼吸器感染症 に対す るT-2588の 臨床検討

河 合 伸 ・吉 田 雅 彦 ・押 谷 浩 ・小 林 宏 行

杏林大学医学部第一内科呼吸器

呼吸器感染症11例(肺 炎4例,慢 性気道感染症6例,急 性上気道炎1例)に つい て,T-2588

1回200mg,1日2～3回 の内服 による臨床効果を検討 した。

その結果,11例 中署 効2例,有 効7例,や や有効2例(有 効率81.8%)で あ った。

副作用 として,自 覚的に軽度の眩暈 が1例 にみ られ たが,そ の他の症例では,異 常は認め られ な

か った。

以上 よ り,本 剤 は呼吸器感染症に対 して有用な抗生剤 と考え られ,今 後十分 に検討す るに値す る

もの とみ られ た。

T-2588は,新 し く開 発 され た セ フ ェ ム系 抗 生剤 で あ

り(Fig1),グ ラ ム陽 性 菌 お よび,グ ラ ム陰 性菌 に 広 く

抗 菌 性 を 有す る薬 剤 と され て い る1)。 通 常 経 口剤 が対 象

とな る外 来 に おけ る呼 吸 器 感 染症 の起 因 菌 は,S.pneu。

moniae, S. aureus, H. influenzae, K. pneumoniae

などが主体であ り,こ れ ら起因菌 に対 して,invitroに

おいて も本剤は有用 とされている。

筆者 らは,呼 吸器感染症 に対 して本剤を使用する機 会

を得たので,そ の成績を報告するｌ

1. 対 象 と 方 法

昭和59年3月 ～昭和59年10月 までに外来受診 し

た成人の肺炎4例,慢 性気管支炎4例,び まん性 汎細気

管支炎2例,上 気道炎1例 を 対象 と し,本 剤1回200

mg,1日2～3回 経 口投与 した。 原則 と して 本剤使用

前後における喀痰中細菌検査,胸 部 レ線,末 梢血所 見お

よび臨床症状 を観察 し,成 績の判定 は,本 剤投与終 了後

に これを行 なった。

II. 成 績

1. 症 例の背景分析 (Table 1)

症例は,男 性4例,女 性7例,年 齢 は,22～81歳 平

均54.7歳 であ った。 これ らの うち,他 の抗生剤が前投

与 された例 は,3例(No1,2,9)あ り,前 投与抗生剤

は無効であった。

Fig. 1 Chemical structure of T-2588

2. 起因菌 の変化

11例 中有意菌 と 思われ る 菌が 検出され た の は1例

(No.9)の みであ りE.cloacae, K. orytocaか ら本剤

使用後P.aeruginosa, K.oxytocaに 変化 した。

3. 臨床症状,所 見の変化 (Table 1)

体温,喀 痰量 とその性状,血 沈値WBC,CRPを 観察

し,ま た特 に肺炎では,胸 部 レ線像の変化 を加えて効果

判定 の根拠 と した｡喀 痰 量は,1日50m1以 上を卅,

50～10m1を 〓,10ml以 下 を+と して記 した。また胸部

レ線 像は,本 剤使用前の 異常陰影 の 拡が りに比較 し,

〔I〕 がそ の90%以 上が消失 した もの,〔II〕 を有意な

改善がみ られ るが 〔I〕に満 たない もの.〔III〕を有意な

変 化がみ られ ないもの,〔 朗 を 悪 化 した も の,と し

た。また,慢 性気道感染症の胸部 レ線につ いては,小 粒

状影,小 斑状影,Tram line等 すぺて 有意所見として

取 り上 げた。

4. 各症例 につ いての検討

症 例1:上 気道炎症例であるが,amoxicillin (AMPC)

1,000mg14日 間投与す るも無効 のため本剤使用 した。

約7日 間の投与 にて症状の改善をみ た。

症例2:基 礎疾患 として慢性気管支 炎を有 し肺炎を合

併 した症例。前投薬 としてbacampicillin (BAPC)投 与

す るも改善せず,本 剤投与後,発 熱の改善,喀 痰量の滅

少 の改善をみたため有効 とした。

症例3:以 前 より気管支喘息にて通院 していたが,喘

息発作 とともに胸部 レ線上陰影を認め肺炎 と診断 した。

本剤投与後,胸 部 レ線上陰影 の消失を認め有効 とした。

症例4:肺 炎例であ る。本剤投与後 発熱 の改善 膿

性痰消失 胸部 レ線 上陰影消失がみ られ著効 とした｡

症例5:38.6℃ の発熱,膿 性痰,胸 部 レ線上右下肺野

に陰影 を認め肺炎 と診 断。本剤投与4日 後には平熱 とな
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り,上 記症状お よび胸部 レ線 上著明な改替 を認めた。

症 例6 : 慢性気管支炎 にて通院申の 患者,38℃ の発

熱がみ られ た。本剤投与後3目 で平熟化 し有効 と した。

症 例7 : 咳嗽お よび膿性痰 の改韓 が み られ 有効 と し

た｡

症 例8 : 慢性気管支炎の再燃例 であ り,本 剤投与後 平

熱化お よびWBC, CRPの 改善を認 め有効 とした。

症 例9 : 慢性気管支炎例であ り,cefradine (CED)投

与 したが無効 であ り,本 剤 を使用 した。 本 剤 使 用 後,

喀痰細菌(E.cloacae, K. xoytoca→P.aeruginosa, K.

oxytoca)は 変化 したが消失せず,検 査所見上 も変化は

み られなか ったが,喀 痰量の軽度の減 少がみ られやや有

効 とした。

症例10 : び まん性汎細気管支炎例 であ る。発熟,喀 痰

の改善がみ られ有効 とした。

症例11 : 症例10と 同症例 であ る。前回投与では有効

とされ,今 回,再 燃 のため第2回 目の投与 と した。投与

後解熱傾向が認め られたが本剤投与第3日 目に眩暈がみ

られ投薬中止 とした。中止後 翌 日には改善 したが途中中

止 したためやや有効 と した。

5 .総 合臨床効果

以上の各個症例 の検討をま とめてみ ると,肺 炎4例 に

ついては,4例 とも有効以上であ り,慢 性気管支炎お よ

びびまん性 汎細気管支炎 の慢性気道疾患に対 しては6例

中有効4例 やや有効2例,上 気道炎1例 については有効

であ り,こ れ らを総合す ると有効以上は11例 中9例 で

有効率81。8%で あ った。

6. 副作用

本剤投与 中副作用は,1例 に認め られた。症 例11で,

本剤投与3日 後か ら軽度の眩暈が自覚 されたが眩暈 の性

状は単なるふ らつ き感であ り,耳 鳴 り,聴 力低下,悪 心

等は認め られ なか った。本剤中止後症状は消退 した。

一般検査所見では,特記す ぺき異常はみ られなかった。

III. 考 察

T-2588は,グ ラム陽性菌お よび,P.aeruginosaを の

ぞ くグラム陰性菌に広 く抗菌性が期待 できる基礎成績が

得られ ている1)。また,外 来診療において,呼 吸器感染

症 の 起因菌 と して しば しば み られ る,S. pneumonfae,

S.aureus, K.pneumoniae, H. influenzaeな どにもすぐ

れた抗菌性を有 し,そ の有用性が期待できると考えられ

よう。

本治験において,対 象例11例 中,上 気道炎,肺 炎を

合わせた急性呼 吸器感 染が5例 であ り,び まん性汎細気

管支炎お よび慢性気管 支炎のいわゆ る慢性気道感染症6

例 であ った。

これ ら対象例において,急 性例につ いては全例に有効

であ り,ま た 慢性例 にお いても6例 中4例 が 有効であ

り,有 効性につ いては,満 足す る結果と考えられる。

なお,無 効症例2例 にお いては,1例 は気管支拡張症

を有す る 広範 な肺胞気道系 の 器質的変化が 存在 してお

り,通 常の投与方法 では,効 果が十分期待できない難治

例 であ った。

さらに他の1例 につ いては,効 果発現以前に副作用の

ため投薬中止 した例 であ った。

かか る臨床成績 よ り,本 剤は,急 性呼吸器感染症はい

うまで もな く,慢 性気道感染症においても,そ の有用性

がかな り期待 され る薬剤 といえ よう。

副作用 につ いて,愁 訴 として眩鍾(ふ らつ き感)を 訴

えた例が1例 み られ,投 与中止後 消失 した。本剤 との関

連性については明確 ではないが今後 の検討 を要す るもの

と思われた。
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CLINICAL EVALUATION OF T-2588 IN THE FIELD OF 

RESPIRATORY TRACT INFECTION 

SHIN KAWAI, MASAHIKO YOSHIDA, HIROSHI OSHITANI and HIROYUKI KOBAYASHI 
First Department of Internal Medicine, Kyorin University, School of Medicine

The effect of T-2588 was clinically evaluated in 11 cases of respiratory tract infection (4 cases of 

pneumonia, 4 cases of chronic bronchitis, 2 cases of diffuse panbronchiolitis and 1 case of upper respi-
ratory tract infection). Two hundred mg of T-2588 was orally administered 2 or 3 times a day. 

Clinical responses were excellent in 2 cases and good in the 2 other cases among 4 cases of pneu- 
monia, and good in 3 cases and fair in the 1 other case among 4 cases of chronic bronchitis, and 
good in 1 case and fair in the 1 other case among 2 cases of diffuse panbronchiolitis and good in 1 case 
of acute pharyngitis. The efficacy rate was 81. 8%. 

As to the side effects, dizziness was observed in 1 case. 
From the results, it was considered that T-2588 would be expected to be useful for the treatment 

of patients with respiratory tract infection.


